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富山市科学文化センター研究報告第25号，”171-175；（200基

資料 調査地点および観測期間

平成12年度に行った観測地点と観測期間は以下のと
おりである。

科学文化センター屋上（2000年4月～2001年3月)，
富山市三郷地区センター（2000年4月～2001年3月)，
富山市天文台（2001年2月～3月)，富山市ファミリー

パーク第二駐車場（2000年12月～2001年3月)，羽咋

市芝垣海岸（2000年12月～2001年3月)，長野県大町市，
大町エネルギー博物館（1999年12月～2000年3月，お
よび，2000年12月～20001年3月）

各調査地点の位置の概略を図lに示す。
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観測方法

科学文化センター屋上の観測点では開口部面積

359.7c㎡のろ過式のバルクサンプラー（O45umのメン

ブランフィルターを使用）を利用し，それ以外の観測

点では開口部面積225.5c㎡のバルクサンプラ－を利用
した。

それぞれの観測期間は不定期であるが，試料の回収

は，日中，降水のない日に行っているが，やむを得ず

降水のある日に試料の回収を行う場合にはなるべく

晴れ間を利用して回収を行った。

はじめに

酸性雨は冬季に見られる中国大陸起源の酸性物質の

輸送による広域的な環境問題としての側面と，自動車

や工場，火力発電所など国内の化石燃料の燃焼に伴っ

て発生する地域的な環境問題としての側面との両面を
持つ環境問題である。

この問題を解明する取り組みの一環として行ってい

る酸性雨観測の結果について平成12年度に行った観測

についてその結果を報告する。 分析方法

回収した試料は科学文化センターの化学分析室に持

ち帰り，pH電気電導度の測定後，イオンクロマト

グラフで分析を行った。
37･20‘

結果

科学文化センター屋上での観測結果を表1に，その

月別の集計を表2に示す。富山市三郷地区センター，

富山市天文台，富山市ファミリーパーク第二駐車場，

羽咋市芝垣海岸，長野県大町市大町エネルギー博物館

における観測結果をそれぞれ，表3～8に示す。
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観測容器の設置・調査にあたり，大町エネルギー博

物館ぺﾝｼｮﾝ･ビｰﾁ能登，富山市ﾌｧﾐﾘｰパｰ

ｸ公社，富山市三郷地区センターのご協力を得ました。

さらに，富山市科学文化センター付属施設の富山市天

文台の職員には試料の回収についても協力をいただき

ました。ここにあつくお礼申し上げます。
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［

恥
国
’
ぬ
【
、
【
｛

ぬ
【
ｌ
［
詞
、
函
一

Ｆ
一
句
ｌ
吟
一
国
一

卜
、
困
一
’
一
函
、
一
［

一
【
ｌ
卜
［
、
［
一

Ｆ
「
１
つ
『
、
［
『

一
［
、
｛
【
’

’
一
、
一
「

一
、
一
［
１
Ｆ
【
、
一

屋
【
ｌ
唖
【
、
《

唖
【
ｌ
［
【
、
一

『
【
’
ぬ
［
、
《

ぬ
『
１
つ
、
一

一
、
一
１
国
詞
、
ト

【
函
、
ト
ー
唾
『
、
一

四
［
、
－
１
－
［
、
唖

・
『
－
面
、
唖

罰
さ
ぬ
ｌ
卜
『
ず

糎
憲
岳
嘩
亜
惣
菜
楯

吟
函
垂
【
一

一
錘
信
【
『

心
魂
兵
【
［

》
ぬ
長
園
［

め
め
昼
詞
二

画
や
長
【
『

｛
魂
《
【
『

－
ぬ
吾
詞
目

一
国
長
【
「

函
函
《
詞
｛

吟
【
昼
【
【

一
国
兵
函
言

唖
【
吾
【
『

ず
詞
長
【
『

弱
【
《
【
［

函
【
長
詞
『

【
ｌ
『
園
長
【
一

［
ｌ
『
園
長
園
一

つ
因
兵
【
言

萄
Ｉ
壷
弓
兵
詞
［

［
’
一
一
長
【
『

函
『
兵
【
【

』
［
長
【
［

垣
『
宍
国
［

画
冒
長
詞
一

一
「
垂
【
［

ぬ
一
屋
画
［

【
［
兵
【
『

｛
一
屋
【
一

つ
【
兵
【
［

一
長
【
『

函
兵
函
［

卜
乗
園
「

一
二
画
『

唖
屋
詞
一

寺
二
面
〔

釦
長
園
一

【
吾
詞
『

『
兵
国
一

７
０

『
Ｉ
上
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エ
ニ
詞
一
唾
今
↑
（
）
｝
ぬ
一
Ｆ
・
二
つ
詫
一
一
↑
索
二
号
【
唾
・
一
Ｆ
’
二
一
騨
毒
一
・
一
エ
（
）
｛
一
・
唾
『
唾
一
一
・
一
｛
や
一
）
一
・
函
唾
弱
Ｆ
・
守
詞
匡
一
【
卜
・
寺
【
・
唖
一
一
一
・
Ｆ
一
ト
ー
唾
、
》
ｉ
吟
、
一
垂
二
吋
一
望

一
・
擢
鳶
一
・
一
房
一
・
等
等
壱
・
一
麓
｛
ト
・
詞
｛
｝
・
匡
睡
｛
｝
・
二
函
》
・
函
匡
一
望
に
｛
・
麗
函
卜
・
易
等
窓
、
守
面
・
写
寺
・
霊
三
唾
寺
ｌ
電
三
朴
勲

寺
・
与
三
詞
・
勇
唖
一
・
語
雷
》
・
詞
三
垂
・
銅
牽
・
尋
↑
寺
・
震
詞
唖
．
一
医
》
・
智
（
）
・
言
一
・
等
一
言
男
・
弓
一
・
三
卜
・
謁
一
）
乏
三
ｌ
卜
等
三
割

卜
・
詞
詞
唾
一
一
・
一
唾
詞
詞
・
ニ
ニ
唾
一
）
・
函
つ
【
つ
‐
（
）
一
・
守
魂
唾
一
，
ト
ー
唾
・
一
吟
函
↑
。
（
）
言
ヱ
・
一
｛
一
｛
ユ
・
一
二
）
一
一
【
唾
・
唾
ト
・
一
言
》
・
唾
《
唖
『
マ
ー
ー
、
宛
一
』
一
舜

守
‐
今
［
唾
一
・
唾
》
一
・
｛
）
｛
一
ト
・
［
詞
【
｛
一
・
つ
一
・
卜
配
卜
一
’
一
一
一
一
、
【
己
一
弓
・
函
唾
唾
．
吟
玩
一
・
埠
碗
寺
【
》
・
守
『
・
寺
守
つ
・
卜
『
一
一
、
鋸
ｌ
↑
、
『
｛
一
ｍ

》
’
一
一
卜
一
・
（
）
》
一
唾
・
画
琴
一
一
一
・
エ
ー
【
銅
『
一
・
吟
エ
麺
一
「
・
唾
（
）
【
銅
・
討
つ
『
唾
・
ト
｛
二
［
・
”
卜
千
一
②
《
ぬ
つ
｛
四
Ｇ
．
》
一
，
幸
顕
詞
・
二
｝
詞
居
、
詞
ｌ
唾
一
一
一
［

一
・
一
ト
ー
｝
垂
・
一
ト
ー
ヱ
・
巳
一
一
（
）
一
毒
・
ト
ー
｝
【
一
・
一
詞
・
ト
ト
唾
【
一
｝
“
唾
ト
ー
垂
・
鈎
詞
詞
（
｝
・
一
、
『
幸
一
唾
・
Ｓ
Ｆ
（
）
・
エ
ー
、
一
一
↑
卜
・
言
｛
）
・
一
卜
【
・
産
垂
［
唾
、
｛
ｌ
卜
『
『
一
昂
一
面
『

垂
・
一
唾
唾
｛
一
・
一
一
一
世
．
『
唾
屋
一
）
・
｛
『
『
一
・
（
）
『
・
ト
ー
一
一
つ
・
唾
【
一
唾
・
一
二
一
・
二
一
［
唾
・
卜
嘩
岬
・
一
つ
ト
詞
埠
・
守
【
・
函
唾
。
・
ト
ー
【
Ｆ
、
画
一
’
一
［
、
一
言
而
一
［
『

一
・
吟
『
一
（
一
・
尭
幸
唖
・
幸
」
一
幸
・
垂
毒
一
一
“
今
串
一
・
一
つ
『
幸
．
【
つ
｛
・
函
卜
唾
・
｛
ぬ
一
・
【
【
つ
・
》
函
詞
鋸
唖
・
寺
一
・
｛
【
【
・
寄
守
『
（
）
一
、
｛
一
’
一
、
（
二
一
’
一
Ｃ
［

一
一
・
一
一
麺
｛
一
・
［
唾
一
・
唾
垂
銅
｛
一
・
卜
釦
一
一
・
（
）
畦
・
哩
一
詞
一
一
・
一
一
唾
垂
・
一
｝
唾
唾
・
》
一
串
一
・
Ｆ
一
一
・
『
一
二
詞
一
・
一
詞
・
一
［
一
・
毒
垂
詞
一
一
つ
－
１
｛
一
、
壷
一
一
つ

一
・
｛
三
一
千
一
・
（
）
ト
唖
・
写
つ
函
》
・
【
唾
［
つ
ど
一
・
唾
一
【
・
つ
【
二
・
厘
函
二
面
・
↑
一
・
罪
葬
や
ト
・
》
吟
・
雪
【
・
雲
《
、
壷
ｌ
詞
討
、
卜
Ｆ
－
ｍ
Ｉ
エ
ト

吟
・
一
睡
【
エ
・
つ
一
マ
ー
垂
幸
【
吟
・
ト
ト
『
つ
・
つ
詞
・
唇
や
唾
・
函
埠
宛
・
討
つ
今
・
今
つ
・
つ
『
函
・
函
銅
唖
つ
・
一
．
一
・
弔
一
［
一
・
一
詞
［
詞
【
、
ト
ー
唾
一
、
一
｛
一
ら
’
一
川
一
や

一
・
一
｛
一
一
一
つ
。
一
一
一
函
・
｛
室
討
詫
一
・
吟
一
唾
一
・
つ
｛
｝
・
エ
函
函
－
つ
ト
垂
・
垂
（
二
一
）
・
一
［
｛
）
・
ト
ー
｛
一
・
（
）
垂
｝
一
卜
・
》
一
一
・
唾
【
エ
・
一
室
唾
一
、
》
ｌ
詞
、
唾
一
・
一
の

卜
？
ト
ー
露
（
｝
・
唖
一
ぷ
一
・
｛
一
寺
弱
一
・
面
師
【
唾
・
配
函
‐
唾
卜
函
一
‐
宛
》
唾
・
函
唾
【
『
・
露
唾
卜
・
↑
［
函
・
エ
ー
『
》
函
・
唖
》
．
》
毒
函
・
寺
や
【
、
唾
ｉ
吟
、
》
二
寺

（
』
ｓ
『
鋤
室
）
（
｝
国
。
、
即
三
）
（
』
員
。
、
切
言
）
（
宅
ロ
、
即
言
）
（
壱
○
、
如
言
）
（
泊
○
、
切
言
）
（
｝
弓
、
、
一
二
）
（
｝
二
。
、
即
屋
）
（
王
ら
、
四
二
）
（
宅
ら
、
切
三
）
（
』
二
ｏ
、
釦
巨
）
（
屋
Ｑ
『
ぬ
茎
）
（
宮
目
）

雑
筆
‐
鈍
一
勇
爵
二
素
ご
弱
〔
』
‐
魂
寺
（
）
蛇
‐
詞
三
‐
鋼
言
‐
己
＋
一
二
之
表
ご
高
芸
一
〉
一
十
一
麦
国
〔
目
劃
排
漫
賑
糟
咽
受
崖
奉
書
言
一
『
堵
二

神
迄

腰細腰細腰冊、涯冊、

二
言
一
言
鈴

今
・
面
（
）
｝
圭
司

一
・
一
唾
［
【

一
・
一

堤
・
玩
詞
一
『

・
・
一

・
．
一
口
『

毒
・
一
一

国
・
韓
国
一

鋸
・
エ
マ

唖
・
吟
唾
『

寺
・
『
【

一
言
一
一

一
・
一
｛
垣

今
・
一

つ
・
一
幸
一

面
・
－
Ｆ
国

函
・
つ
”
ぬ

函
・
ト
ー
〉
録

《
［
ご
＼
邸
匡
）、

１
割
『
、
つ
め
四
ｍ
〔
『

寺
号
弱
一
弔
一

辱
・
一
一
尭

唖
・
｛
》
》

｛
）
・
一

（
）
。
一
一

一
合
・

唾
．
一

一
・
｛
）

一
・
垂
一

（
）
・
』

一
・
一
）
唾

エ
・
【

ト
・
｛
）
《

↑
・
｛
｛
）
［

一
・
一

二
・
一
背
一

一
・
垂

芦
口
亜
唖

今
・
一

（
一
二
○
、
或
三
）

詞
壷
・
坊
的
屋

ｌ
（
言
の
め
コ
ニ
の
。
こ
の
一
・
の
豊
里
○
ト
）
（
皿
の
叶
一
ｇ
園
１
く
庇
寸
財
ｇ
ｏ
“
恥
糎
匿
一
曜
騒
・
判
凹
ｌ
蛾
八
判
等
桝
朴
蕪
）
賑
珊
一
一
醒
皿
喋
襲
室
騒
腰
釧
一
雲
謝
因
陥

（
）
Ｆ
一
一
一
》
唾
・
一
》
唾
鋸
一
詞
一
一
詞
一
・
一
魂
ト
ー
｝
ト
：
（
）
一
一

再
‐
一
『
函
一
雨
一
匠
・
エ
Ｆ
《
【
・
【
一
Ｎ
・
困
一
唾
唾
詞
・
【
一
一
『

【
・
面
碗
砲
『
一
・
一
↑
ぬ
つ
‐
一
》
・
唾
一
［
一
唾
・
画
一
［

（
）
・
一
今
，
（
）
（
）
・
一
一
・
一
一
・
（
）

一
・
一
詞
唾
二
・
唾
詫
一
一
・
｛
）
一
・
詞
函
卜
卜
・
詫
唾

一
，
一
つ
り
。
－
，
つ
つ
・
一
一
・
今

詞
・
詞
一
詞
吟
・
－
乗
（
）
・
口
尭
・
【
毒
一
唾
。
（
）
霊

屋
◆
一
、
§
【
｛
）
・
》
（
）
・
今
垂
・
一
『
麺
寺
。
一

一
・
一
吟
一
【
・
［
的
つ
・
・
［
Ｄ
函
録
魂
函
’
一
一

｛
・
魂
》
－
，
厘
（
）
合
（
）
唾
・
詞
（
）
一
唾
、
函
一

壷
・
面
唾
一
、
【
・
》
《
詞
・
詞
唾
・
函
二
一
一
ト
“
［
峰

一
日
唾
函
唖
・
一
一
・
つ
一
・
吟
【
一
・
一

『
・
｛
一
毒
函
エ
・
一
国
亜
【
一
・
一
詞
・
索
一
一
一
［
｛
）
・
唖
ら
一

｛
一
・
《
詞
卜
一
・
吋
【
魂
一
・
一
一
・
露
》
唾
卜
・
一
世
函
一

一
・
（
）
今
・
一
一
・
つ
。
・
つ
－
．
－

唾
・
吟
（
｝
一
吟
・
壷
［
一
一
・
つ
一
口
卜
埠
【
幸
・
討
手
一

心
。
（
）
函
詞
唾
・
函
一
－
０
つ
露
・
》
函
一
‐
銅
や

銅
・
詞
函
寺
一
・
一
つ
・
ロ
一
・
｛
一
国
［
・
詞
『

二
．
一
語
一
》
二
・
ト
函
一
つ
。
（
）
垂
・
つ
琴
唾
函
・
一
（
一

（
一
員
）
、
“
二
）
（
一
二
○
『
“
言
）
（
》
［
己
、
唾
二
）
（
』
邑
○
、
軸
匡
）
（
』
屋
。
、
郵
旨
）

ｌ
副
守
（
）
函
ｌ
師
ｃ
之
ｌ
亭
（
）
三
－
－
雪
＋
坤
、
邑
塞

（
ｏ
曾
易
）
（
皿
１
匹
嗣
叶
巳
自
ｊ
く
、
崖
皿
師
叶
８
局

二
・
詞
一
一
詫
一
ｚ
］
一
唾
一
・
ニ
ヨ
ー
、
．
一
冒
唾
一
エ
壷
一
）
エ
￥
一
〕
卜
・
一
鋸

一
Ｎ
０
｛
一
》
卜
唾
・
芦
一
一
函
・
一
唾
銅
吟
・
エ
｛
一
乗
一
函
’
一
》
吟
・
》
｛
｝

ぬ
。
［
厘
毛
銅
・
一
吟
函
・
《
琴
》
ロ
ー
エ
幸
詞
函
舎
一
割
唾
・
『
【

｛
｝
．
（
）
｛
）
・
一
（
）
・
一
（
）
・
｛
）
舜
幸
・
一
『
二
・
一
一
・
吋

一
・
串
｝
『
一
・
“
畦
唾
一
・
麺
》
Ｆ
・
一
［
一
〕
一
函
・
守
《
‐
｛
ぬ

一
・
つ
今
争
（
）
つ
。
（
）
一
・
つ
【
【
・
唖
零
．
師
一

丞
・
毒
一
、
唾
舎
一
｝
一
一
Ｄ
【
【
一
｝
・
詫
奉
一
一
つ
（
｝
。
（
）
一
・
（
）

一
・
壷
二
．
つ
函
舎
》
唾
，
（
一
［
一
つ
・
一
一
‐
一

睡
・
今
｛
》
寺
・
匡
詞
唾
・
壷
詞
卜
・
一
（
｝
『
一
吋
一
・
寺
一
＼
・
函
詞

一
・
一
【
霊
’
二
四
・
一
［
一
・
｛
一
唾
曝
卜
・
一
）
詞
Ｄ
一
詞

吟
・
面
唾
一
一
・
国
函
唾
・
碗
》
》
、
函
唖
一
玩
碗
？
唖
面
・
｛
》
『
｛

函
‐
『
一
〕
・
【
四
・
唯
唾
露
・
守
『
つ
め
０
唾
一
・
唾
［

唾
・
一
発
詞
［
・
一
｝
詞
一
（
一
・
つ
吟
｛
｝
・
唾
一
壷
｛
）
（
）
・
唾
卜
・
一
弓

唾
・
壷
｛
一
鋸
。
（
）
詞
声
壷
・
埠
居
隼
・
唾
吟
》
函
一
・
一
．
函
・
函
国

つ
・
一
一
・
つ
一
“
一
つ
・
一
国
つ
・
唖
》
・
函

垂
’
一
吋
一
〕
幸
。
（
）
詞
（
）
Ｄ
一
一
口
唾
一
訓
［
毒
唾
・
弓
一
・
一
詞

詫
・
唾
《
詞
・
今
｛
一
・
や
函
・
一
寺
↑
今
・
唖
唾
。
一
一

【
・
銅
銅
恥
唖
。
（
）
魂
唖
、
唾
討
魂
・
唖
一
一
函
つ
り
一
－
，
睡
銅

”
・
』
埠
一
つ
・
一
）
一
一
‐
｛
銅
｛
一
口
唾
弱
一
一
唾
一
・
》
語
・
壷
弱

（
一
二
○
、
錘
言
）
（
』
こ
し
、
錘
言
）
（
浩
己
、
“
室
）
（
一
二
○
、
如
三
）
（
畠
曽
、
②
『
匙
）

高
ご
夷
砦
一
）
｝
＋
畠
国
ロ
甑
誹
偲
収
細

歴
憲
寅
騒
）
寅
騒
Ｅ
塑
謝
岬
七
穐
里
１
，
入
坦
凶
碧
薫
川
ｍ
照

【
マ
エ
一

一
一
｛
）
一

｛
｝
』
ト

（
）
・
『
詞
詞

－
０
一
一
［

｛
》
・
函
守

【
・
卜
詞

弔
一
，
厚
一

一
・
一
つ

』
・
卜
詞

《
・
ト
マ

一
・
一
【

一
・
詞
ニ
ー

ト
◆
函
匪
詞

埠
・
龍
つ
函

（
）
０
面
一
団
詞

邑
・
ト
ー
［

［
’
一
一
『

》
’
一
一
一

（
匡
三
）

咽
筈
瞳

至
萱
昌
崖
吹
聴
莫
穂

一
詞
、
【
－
１
ト
詞
、
一
一

岸
『
国
、
一
声
ｌ
｛
『
、
一

｛
函
’
一
、
二

一
、
（
－
１
唾
一
、
幸

い
一
一
一
’
一
［
、
唖

一
一
、
吟
ｌ
・
ヘ
毒

。
、
一
吋
》
ｌ
ト
ー
『
記

い
、
［
ｌ
卜
函
、
面
一

一
司
一
、
｛
－
１
↑
『
、
詫

一
畠
、
命
’
一
『
、
一

一
詞
、
一
一
ｌ
ト
『
、
索

一
一
一
『
垂
ｌ
↑
『
詞

吟
、
【
１
－
｛
、
一

一
琴
－
１
－
｝
一
、
一

二
『
ｌ
ｃ
、
『

Ｐ
、
』
。
Ｌ
、
一

、
症
奄
垂
喜

症
や
糾
鮒

応
紅
時
副

詞
｛
へ
幸
司
一

｛
｛
へ
幸
【
一

詞
’
一
一
へ
幸
司
［

（
｝
一
へ
幸
司
一

【
－
－
へ
手
『
一

一
へ
幸
司
一

詞
Ｉ
幸
へ
奉
舜
一

エ
ヘ
ー
ョ
ー

詞
ｌ
↑
へ
幸
司
一

ト
ヘ
キ
詞
一

一
｝
へ
李
丙
一

唖
へ
↑
【
［

一
、
へ
幸
函
一

子
一
へ
幸
司
一

『
へ
幸
司
一

一
へ
幸
司
一

一

心

一

・

Ｕ

ワ
ー
１
１



朴木英治

一
虐
弓
『
・
等
》
乞
塞
『
・
勇
一
》
・
唾
三
一
割
寺
・
罵
雪
空
創
。
・
麗
卜
一
鋪
農
認
認
一
膿
・
奇
唖
圏
《
・
宕
唖
高
話
１
言
討
一
砺
如

や
“
一
つ
一
奇
・
め
い
一
・
吟
一
一
唾
・
一
寺
卜
・
一
銅
・
苛
函
守
寺
。
宛
ず
つ
‐
》
ぬ
弱
・
つ
【
＠
．
い
ぬ
守
一
面
唖
の
・
吟
『
つ
［
つ
‐
【
毎
［
【
ｌ
守
弓
、
釦
ゆ
め
国
一

函
・
マ
ー
や
唖
。
”
↑
ぬ
唾
・
つ
め
一
【
唾
・
守
”
【
吟
・
守
。
唖
一
一
国
・
つ
函
唖
寺
・
【
卜
や
唖
・
一
一
国
函
・
魂
一
言
［
【
ぬ
い
一
碗
・
哩
一
ｍ
【
一
・
つ
Ｆ
［
『
『
、
銅
ｌ
吟
菖
【
苛
め
詞
『

ｌ
今
竺
’
一
詞
舎
函
函
や
四
・
一
Ｆ
唾
・
一
唖
寺
一
一
・
寺
唖
弓
つ
・
一
一
言
垣
卜
一
・
の
寺
【
一
・
一
【
唖
寺
・
↑
唖
〔
函
・
唾
一
函
一
寸
》
『
や
。
『
い
つ
函
【
・
［
ぬ
『
Ｆ
、
詞
－
一
一
一
［
坤
吻
函
｛

『
・
【
や
め
「
・
や
｛
［
一
・
唖
【
一
言
『
・
一
言
『
一
・
つ
吟
の
一
一
一
・
一
一
や
寺
・
一
つ
唖
吟
・
今
函
［
一
・
一
胃
守
師
一
唖
『
函
・
ず
一
『
ぬ
守
・
一
つ
一
つ
一
、
－
１
ト
ヘ
、
画
目
【
の
詞
『

［
。
＠
一
一
一
・
一
寺
釦
・
寺
《
《
『
・
一
つ
つ
．
。
《
［
”
唖
一
‐
罪
一
「
つ
・
錘
函
詫
一
・
毛
国
『
一
・
つ
銅
ず
つ
因
め
一
一
・
》
《
ぬ
い
碗
・
【
幸
Ｆ
函
、
【
『
’
一
国
、
【
『
『
函
敏
一

十
｛
芝
（
や
己
、
即
屋
［
）
（
｝
屋
Ｃ
、
即
二
［
）
（
岩
。
、
即
冒
）
（
箔
。
、
、
富
）
（
糧
〔
〉
、
麺
匡
）
（
－
５
、
、
三
）
（
恒
。
、
抑
昌
）
（
一
目
、
即
置
）
（
｝
屋
。
、
帥
Ｅ
）
（
』
唇
一
一
奉
巨
）
（
Ｅ
Ｃ
、
の
ご
）
（
室
量
）

荊
涯
｝
‐
“
零
房
勿
昌
鼠
ご
切
目
‐
劃
言
易
‐
ざ
三
‐
“
三
‐
己
十
マ
一
三
高
ａ
謁
豊
一
〉
一
西
口
遡
排
細
眼
畑
咽
筈
崖
亜
霊
屋
膳
巾
蝿
棄
楯

帥
進

卿
狸

腰細腰細腰細

《
￥
『
画
一
［
ト
四
一
一

一
『
・
詞
》
師
函
・
師
の
【

－
，
面
詞
的
一
・
国
吟

一
・
一
一
『
寺
・
面
唾

困
・
銅
一
辱
・
ぬ
｛

Ｆ
・
つ
寺
つ
・
－

Ｆ
・
寸
寸
一
『
・
一
戸

銅
・
ゆ
ず
言
つ
・
［
唖

宛
・
守
一
一
・
『
［

詞
‐
函
寸
銅
函
ヨ
ト
『

（
泊
ロ
、
凶
屋
）
（
活
。
、
、
畠
）

Ｉ
醜
守
つ
め
の
吻
巨
勇
宅
曹
切
切
目

（
茎
』
何
ユ
勇
二
Ｅ
③
」

一
面
【
『
『
ぬ
唖
詞
函
唖
『
一
や
ゆ
一
・
一
一
つ
一
詞
一
医
瞳

麺
・
詞
一
『
一
・
四
一
『
・
ト
ー
【
銅
・
一
つ
つ
・
・
一
・
西
〔
一
銅
・
つ
ト

ー
“
一
因
『
一
・
【
吟
つ
・
四
面
『
つ
・
ト
ー
ゆ
り
つ
唖
・
函
唖
録
・
函
一

軍
・
一
『
一
函
・
つ
ゆ
一
・
［
ぬ
二
一
。
マ
マ
一
・
一
寺
・
や
函
》
・
詞
唖

一
・
Ｆ
『
一
・
一
『
函
‐
－
ぬ
一
・
や
一
・
つ
一
・
つ
一
一
奇
“
ぬ
「

函
・
［
マ
函
嘩
・
一
一
国
一
・
Ｆ
つ
弔
一
函
・
や
つ
一
・
一
［
・
函
唖
寺
守
・
一
〔
【

ぬ
・
ず
。
詞
唖
舎
一
寺
つ
・
ト
ー
詞
堀
・
卑
一
つ
‐
一
一
口
一
心
迄
中
・
瞳
唖

函
・
”
ぬ
［
【
・
銅
詞
》
、
ト
ト
『
卜
・
口
一
一
，
一
函
・
一
魂
｛
一
。
》
【

一
・
画
》
【
・
唖
函
寺
・
マ
ト
銅
’
一
師
一
・
つ
函
・
碗
》
［
・
一
面

銅
・
一
釦
一
・
一
割
【
卜
・
函
錘
二
・
つ
一
一
・
つ
唾
・
守
唖
碗
・
唾
弓

函
・
壷
記
｛
つ
。
Ｂ
【
弓
・
垂
卜
【
一
・
【
ぬ
つ
・
つ
幸
・
寸
函
詞
今
・
狗
麺

（
程
○
、
即
窒
）
（
｝
屋
ロ
、
郵
冨
）
（
程
、
、
軸
窒
）
（
渥
○
、
即
冨
）
（
』
屋
Ｑ
、
如
匡
）
（
垣
。
、
切
言
）
（
一
一
ｓ
、
智
匡
）

１
マ
つ
め
吻
吻
宮
高
畠
管
め
め
二
Ｉ
函
守
（
）
函
１
ｍ
つ
三
ｌ
ら
（
）
之
ｌ
［
》
十
守
二
ｚ

ｌ
亭

（
湯
』
ｏ
苗
こ
の
の
８
－
８
巨
○
こ
。
お
里
豊
里
ｇ
）
面
の
皿
寸
く
、
ト
皿
国
叶
己
目

函
＆
ず
つ
マ
函

に
，
守
寺
寺

函
・
唖
［
守

［
・
舜
麺
【

参
・
一
一
［

《
・
マ
マ

【
・
魂
函
【

守
・
一
つ
函

唾
・
守
つ

一
・
詞
函
唖

へ
唇
Ｃ
、
切
冨
）

ｌ
刷
守
つ
め

“
三
回
云
○
岸
）

（
一
エ
昆
且
三
の
）
（
里
“
皿
の
叶
一
ｇ
Ｎ
ｌ
ｍ
自
皿
冒
叶
８
局
）
味
聖
一
需
騒
雁
起
翻
岬
拾
一
鴇
Ｕ
一
過
嘆
卿
柵
叫
三
関
の
淵

［
・
函
争
い
【
・
国
寺
。
一
一
唖
寺
の
．
【
ぬ
い
函
◆
一
［
巳
［
・
【
の
函
《
・
ト
函
言

【
・
守
師
弓
【
・
【
一
・
一
亜
唖
《
・
ぬ
一
【
・
一
寺
詞
一
・
守
唖
国
・
↑
ぬ

『
・
つ
詞
｛
一
・
。
↑
・
寺
四
一
一
・
函
唖
函
’
一
一
函
・
ト
ヨ
函
‐
一
【

『
・
や
つ
一
・
一
露
・
｛
つ
弱
一
・
『
》
函
・
詫
吟
一
・
師
函
卜
・
つ
［

一
・
つ
へ
一
・
一
一
・
一
つ
『
・
詞
『
一
・
函
［
一
・
”
『
・
一
『

一
・
唾
つ
・
つ
一
・
一
釦
銅
・
や
垣
・
卜
一
・
【
つ
・
『

詞
・
詞
寺
つ
・
一
一
・
つ
函
『
【
・
寸
碗
つ
。
一
一
堀
・
《
三
一
・
一

ト
ー
ト
寺
一
・
つ
函
‐
寺
一
つ
一
一
・
『
録
鋸
・
一
『
卜
函
・
〔
一
〕
『
・
唖
詞

函
・
吟
『
一
・
つ
卜
・
一
寸
［
一
・
〔
『
一
・
↑
『
詞
・
園
［
一
・
つ

目
Ｄ
一
つ
［
一
・
一
《
・
［
鐸
》
一
一
・
園
屋
画
・
ト
ー
詞
一
・
国
【
【
国
・
［
や

（
宅
。
、
即
三
）
（
宅
。
、
”
畠
）
（
垣
。
、
釦
畠
）
（
恒
○
、
帥
屋
）
（
垣
Ｑ
ヘ
帥
屋
）
（
程
。
、
即
自
）
（
一
国
。
、
軸
室
）

’
ぬ
つ
三
ｌ
討
つ
之
’
一
》
＋
一
』
二
声
十
劃
弓
写
謁
軸
室
十
】

団
扇
血
嗣
叶
ら
目
１
ｍ
目
旺
里
財
８
局
》
距
憲
寅
騒
）
映
埋
室
騒
雁
浬
劉
ｅ
や

一
函
一
一
寺
．
［
ぬ
つ
【
一
一
一
「

一
・
画
【
一
・
一
［
つ
．
つ
【
『
・
一
唖

記
ｂ
一
『
・
函
唖
・
ぬ
一
↑
・
唾
師

一
・
一
一
函
‐
ぬ
一
・
幸
［
唾
・
一
寺

》
・
『
二
銅
・
一
銅
・
一
一
・
↑
函

『
・
マ
ョ
一
・
一
詞
寺
．
『
銅
つ
・
一
幸
【

一
・
一
唾
一
・
一
詞
寺
、
》
碗
鋸
・
幸
一
函

銅
・
園
［
』
・
壷
一
口
吟
【
一
“
Ｅ
一

Ｆ
・
唖
一
“
一
言
唾
。
『
一
弱
・
《
守

一
・
銅
一
心
唖
「
一
・
一
闇
【
・
魂
詫

鈍
・
一
【
吟
・
の
詞
一
・
卜
【
”
・
一
唖
一

（
セ
ロ
、
“
畠
）
宅
己
、
、
富
）
（
》
ロ
。
、
釦
宮
）
全
ご
一
助
畠
）

十
劃
詞
曽
十
罰
軸
室
炉
）
一
十
句
之

唖
歴
憲
冥
騒
）
咲
埋
室
騒
雁
浬
翻
ゆ
む
穐
且

巨
富
届
認
・
寺
弓
富
今
ご
寺
詞
勇
‐
届
冨
一
亦
如

一
・
一
【
弱
函
函
・
堀
現
・
詞
堀
唖
・
ト
ト
一
詞
１
－
、
銅
ト
堅
詞
『

ぬ
、
『
↑
ぬ
唖
卜
・
奇
一
・
ト
函
寺
・
↑
一
一
》
、
ｍ
ｌ
－
【
、
【
一
』
【
［

寺
。
一
一
「
一
つ
・
寺
ト
・
唯
一
『
一
・
唾
寺
つ
詞
’
一
、
【
瞳
』
国
『

唖
・
寸
哩
一
寺
・
寺
函
“
ぬ
唖
、
吟
・
寺
『
《
、
詞
ｌ
｛
一
国
、
【
寺
』
画
｛

吟
・
》
［
函
一
・
唾
Ｆ
・
一
「
や
。
』
［
坤
詞
’
一
『
、
『
記
』
詞
言

い
・
鋸
唖
一
》
》
・
守
つ
・
《
『
唾
・
幸
玩
”
【
’
一
［
、
『
函
』
【
『

・
・
ず
一
一
つ
銅
・
守
奇
・
一
寺
［
一
超
・
罪
魂
一
一
ｌ
壷
、
［
函
』
国
『

一
・
口
”
一
一
・
守
恥
。
↑
『
函
・
討
唾

［
・
守
銅
曇
吟
国
・
唖
寺
・
【
つ
麺
・
坤
函
⑫
『
－
１
吟
【
、
【
『
［
』
園
『

（
｝
目
。
、
即
自
）
（
畠
口
、
的
ご
）
（
巨
言
）

＋
里
国
口
遡
鋤
細
唯
細
咽
吾
騨
距
蜜
岳
騒
巾
蜘
葵
捕

（
恋
冊
錫
Ⅱ
冊
、
’
て
ｌ
「
一
川
卜
ｈ
）
黒
恒
侶
ヨ
畑
山
服

［
一
》
寺
一
：
【
ず
一
・
銅
一
弱

一
一
‐
ぬ
一
・
一
面
一
・
唾
一
剤

一
吟
・
腫
一
・
↑
函
詞
・
曇

吟
卜
・
唖
言
・
い
め
つ
・
守
勾

麺
唾
・
唖
串
一
・
》
吟
詞
・
ニ

マ
吟
・
ぬ
函
・
》
ぬ
一
・
守
岬

》
一
・
》
一
・
寸
守
一
・
一
函

一
唾
・
》
【
・
医
函
奉
・
堀
唾

露
埠
・
唾
－
，
－
寺
一
・
千
一
［

つ
心
・
堀
エ
・
一
面
一
・
垂
［

詞
唾
・
守
一
・
卜
瞳
師
・
【
壷

（
屋
。
、
勿
。
）
（
二
言
）

国
ロ
囲
獅
網
賑
隈
刺
署
膳

（
艦
ｅ
川
拒
ヨ
畑
）
犯
拭
Ⅸ
悟
ヨ
畑

至
冥
展
崖ｌ

寸
踊

銅
『
’
一
、
記

一
つ
、
宛
－
１
』
詞
、
【

卜
【
Ｉ
一
面
、
【

（
｝
【
ｌ
守
一
、
詞

師
、
マ
ー
ー
と
【

串
一
、
マ
ー
ト
詞
、
銅

ト
【
’
一
国
、
銅

一
劃
ｌ
銅
【
『
ぬ

ヨ

ヒー

～

ひ。
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酸性雨観測結果報告（2000年4月～2001年3月：

幸
・
窟
［
零
．
言
麺
・
勇
［
一
・
語
（
）
・
一
一
・
宮
一
・
詞
一
一
・
卜
鋸
・
詞
［
二
一
・
露
宝
・
寺
詞
・
崖
一
・
写
貢
ｌ
ミ
ヨ
一
卸
｛
一
一
一
侭

ト
・
等
Ｆ
・
馬
（
｝
・
屋
垂
・
詞
つ
・
一
（
）
・
男
函
・
【
一
・
ト
露
・
語
銅
・
唾
［
守
・
ト
目
望
．
、
唖
・
雪
【
・
認
ミ
ヨ
１
国
［
『
。
［
言
Ｋ

＋
「
室
（
一
員
）
、
配
置
）
（
一
目
、
助
言
）
（
一
員
）
、
如
昌
）
（
一
畳
。
、
即
三
）
（
』
員
〕
、
恥
冒
）
（
↑
ニ
ハ
）
、
即
三
）
（
』
要
）
、
切
言
）
（
一
員
〕
『
即
匡
）
（
一
言
、
“
臣
）
（
』
】
Ｑ
、
釦
巨
）
（
二
○
、
勿
豆
）
（
三
三
）

榊
筆
‐
“
琴
（
）
甥
菖
巽
ご
弱
宮
‐
劃
一
三
‐
霊
（
）
三
‐
詞
（
三
‐
己
十
一
三
三
皇
ざ
寅
砦
一
）
一
十
一
麦
田
口
遡
斡
鰻
賑
碧
瑚
ヱ
ヘ
環
幸
君
一
居
崖
吹
難
菜
惹
に

と
ぎ
ト
ー
．
詞
［
写
唖
・
詩
今
（
）
吟
二
唾
・
一
》
一
・
唖
函
一
》
・
詞
今
一
唾
・
露
等
・
唾
司
至
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